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＊ 「彗星（ウ氏）比較星観測 三」という観測野帳発見 

この観測野帳は図書室からアーカイブ室に持ち込まれたものである。図書室に置かれて

いるよりはアーカイブ室の収蔵品としての方が適当であろうとの配慮である。表紙には「彗

星（ウ氏）比較星観測三」（写真 1）とある。 

        

             写真 1 発見された観測野帳 

中をめくってみると、最初のページにだけ日付が入っており（写真 2）、1892 年 2 月 13

日とある。1892 年に発見された彗星にバーナード・ボアッティーニ彗星 (206P = D/1892 T1 

= P/2008 T3)、ホームズ彗星などがあるが、ホームズ彗星の発見は 1892 年 11 月 6 日のこ

とであるから、この彗星（ウ氏）はホームズ彗星ではない。筆者は彗星の専門家ではない

ので、このことについての追跡が進まない。この記事を読んだその道の専門家からの情報

を待ちたい。この観測野帳は三と書かれているから、一、二もあったのであろう。 



              写真 2 日付の入ったページ 

ページの一番上に「TRANSIT OBSERVATIONS」と印刷されている。ということはこの観測

野帳は子午儀の観測に用いられるものと思われる。このページの最初の行は観測日、2行目

は星の名前、3行目はギリシャ文字のδと思われるが、それなら星の赤緯と考えるのが普通

だが、書かれた数字は星の赤緯とは思えない数字が並んでいる。4 行目の Z、D は Zenith 

Distance の略であろう。5 行目の Clamp は、子午儀の東西反転の記録だろう。次の 7 行は

接眼部のマイクロメーターの中心の経糸の両側 3 本を含む 7 本の蜘蛛糸をよぎる事項を記

入する欄と思われる。1行置いて T’は TRANSITの時刻、D.A.、Cc、Bb、Aαはよく分からな

い。下から 3 行目の T は理論上の何中時刻であろうか、次の行のαは星の赤経、次の行の

⊿T は観測された南中時刻と理論上の南中時刻差であろうか？子午儀で観測をしたことの



ない筆者にとってはこのように推論してみた。他のページの例を写真 3、4に示しておく。 

  

         写真 3                  写真 4 

今回、図書室から渡された類似の観測原簿のようなものが入った小さめの段ボール箱に

は他の野帳も入っているので調査が楽しみである。 


